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第１編 総説

第２編 「内容のまとまりごとの評価

規準」を作成する際の手順

第３編 題材ごとの学習評価について

指導事例（４事例）の紹介

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

以下「参考資料」と示す

国立教育政策研究所のwebページから
ダウンロードすることもできます。



１
学習評価の基本的な考え方



学習指導要領改訂の考え方



どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

育成すべき資質・能力の三つの柱

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，こ
れらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，
主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。

学習する生徒の視点に立ち，育成を目指す資質・能力の要素を三つの柱で整理。

【参考】学校教育法第３０条第２項



資質・能力の三つの柱と新しい評価の観点

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

何
が
身
に
付
い
た
か

知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

学習改善 指導改善

育成を目指す資質・能力 評価の観点

「学びに向かう力，人間性等」に示す資質・能力のうち，
観点別学習状況の評価の対象となるものは，「主体的に学
習に取り組む態度」



観点別学習状況の評価の観点の整理（音楽科）

＜現行＞ ＜新＞

音楽への関心・意欲・態度

音楽表現の創意工夫

音楽表現の技能

鑑賞の能力

思考・判断・表現

知識・技能

主体的に学習に
取り組む態度



２
中学校音楽科

評価の観点及びその趣旨



知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組

む態度

・曲想と音楽の構造
や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性
について理解してい
る。

・創意工夫を生かし
た音楽表現をするた
めに必要な技能を身
に付け，歌唱，器楽，
創作で表している。

音楽を形づくってい
る要素や要素同士の
関連を知覚し，それ
らの働きが生み出す
特質や雰囲気を感受
しながら，知覚した
ことと感受したこと
との関わりについて
考え，どのように表
すかについて思いや
意図をもったり，音
楽を評価しながらよ
さや美しさを味わっ
て聴いたりしている。

音や音楽，音楽文
化に親しむことが
できるよう，音楽
活動を楽しみなが
ら主体的・協働的
に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組
もうとしている。

中学校音楽科 評価の観点及びその趣旨



音楽科の目標（１） 「知識・技能」の観点の趣旨

曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解
するとともに，創意工夫を生かした
音楽表現をするために必要な技能を
身に付けるようにする。

・曲想と音楽の構造や背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理
解している。

・創意工夫を生かした音楽表現をす
るために必要な技能を身に付け，歌
唱，器楽，創作で表している。

・目標に示した資質・能力が身に付いているかを評価する。

・「知識」と「技能」は，指導事項を分けて示していること，
評価場面や評価方法が異なることがあること，「技能」は
「Ａ表現」のみの設定であること等を踏まえ，別々に設定する。

「音楽科の目標」と評価の観点の趣旨を見比べてみましょう。

中学校学習指導要領第２章 第５節 音楽 第１ 目標

評価の観点及びその趣旨 「知識・技能」

※「知識」について評価する内容は，現行において表現領域では「音楽表
現の創意工夫」，鑑賞領域では「鑑賞の能力」の観点等に含まれていた
ものに相当する。

技能

知識

知識及び技能



音楽科の目標（２） 「思考・判断・表現」の観点の趣旨

音楽表現を創意工夫することや，
音楽のよさや美しさを味わって
聴くことができるようにする。

音楽を形づくっている要素や要
素同士の関連を知覚し，それら
の働きが生み出す特質や雰囲気
を感受しながら，知覚したこと
と感受したこととの関わりにつ
いて考え，どのように表すかに
ついて思いや意図をもったり，
音楽を評価しながらよさや美し
さを味わって聴いたりしている。

・目標に示した資質・能力が身に付いているかを評価する。

・その後に，「Ａ表現」に関すること，「Ｂ鑑賞」に関するこ
とをそれぞれ示している。

・文頭に〔共通事項〕アに関する内容を位置付けている。

評価の観点及びその趣旨 「思考・判断・表現」

中学校学習指導要領第２章 第５節 音楽 第１ 目標

Ａ表現
ア

Ｂ鑑賞
ア

「音楽科の目標」と評価の観点の趣旨を見比べてみましょう。

思考力，判断力，表現力等

〔共通事項〕ア



教科の目標（３） 「主体的に学習に取り組む態度」の
観点の趣旨

音楽活動の楽しさを体験すること
を通して，音楽を愛好する心情を
育むとともに，音楽に対する感性
を豊かにし，音楽に親しんでいく
態度を養い，豊かな情操を培う。

音や音楽，音楽文化に親しむこ
とができるよう，音楽活動を楽
しみながら主体的・協働的に表
現及び鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。

第１学年の目標（３）

主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習に取り組み，音楽活動の楽し
さを体験することを通して，音楽文
化に親しむとともに，音楽によって
生活を明るく豊かなものにしていく
態度を養う。

評価の観点及びその趣旨 「主体的に学習に取り組む態度」

中学校学習指導要領第２章 第５節 音楽 第１ 目標

「音楽科の目標」と評価の観点の趣旨を見比べてみましょう。

学びに向かう力，人間性等



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「主体的に学習に取り組む態度」については，知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しようと
しているかどうかを含めて評価する。



３
題材ごとの学習評価について

参考資料Ｐ43～



１
題材の目標を作成
する

２
題材の評価規準を
作成する

３
「指導と評価の計
画」を作成する

授業を行う

４
観点ごとに総括す
る

○ 学習指導要領の目標や内容，学習指導要領解説等
を踏まえて作成する。
○ 生徒の実態，前題材までの学習状況等を踏まえて作
成する。

○ １，２を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画する。
○ どのような評価資料（生徒の反応やノート，ワーク
シート，作品等）を基に，「おおむね満足できる」状
況（Ｂ）と評価するかを考えたり，「努力を要する」
状況（Ｃ）への手立て等を考えたりする。

○ ３に沿って観点別学習状況の評価を行い，生徒の学
習改善や教師の指導改善につなげる。

○ 集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから，
観点ごとの総括的評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行う。

○ 「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏
まえて作成する。

学習評価の進め方について



題材の評価規準の作成のポイント

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・［事項イの(ｱ) ，(ｲ)
のいずれか又は両方］

について理解している。
【知識】

・［事項ウの(ｱ) ，(ｲ)
のいずれか又は両方］
を身に付け，歌唱（※
器楽分野の場合は「器
楽」，創作分野の場合
は「創作」）で表して
いる。

【技能】

［音色，リズム，速度，旋
律，テクスチュア，強弱，
形式，構成などのうち，そ
の題材の学習において生徒
の思考・判断のよりどころ
となるものとして適切に選
択した主な音楽を形づくっ
ている要素］を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しながら，
知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え，
どのように歌うか（※器楽
分野の場合は「演奏する
か」，創作分野の場合は
「音楽をつくるか」）につ
いて思いや意図をもってい
る。

［その題材の学習に粘り
強く取り組んだり，自ら
の学習を調整しようとす
る意思をもったりでき
るようにするために必要
な，扱う教材曲や曲種等
の特徴，学習内容など，
生徒に興味・関心をもた
せたい事柄］に関心をも
ち，音楽活動を楽しみな
がら主体的・協働的
に歌唱（※器楽分野の場
合は「器楽」，創作分野
の場合は「創作」）の
学習活動に取り組もうと
している。

参考 第１学年「Ａ表現」

参考資料 Ｐ４４～４８



題材の評価規準の作成のポイント

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・［事項イの(ｱ) ，(ｲ)
のいずれか又は両方］

について理解している。
【知識】

・［事項ウの(ｱ) ，(ｲ)
のいずれか又は両方］
を身に付け，歌唱（※
器楽分野の場合は「器
楽」，創作分野の場合
は「創作」）で表して
いる。

【技能】

［音色，リズム，速度，旋
律，テクスチュア，強弱，
形式，構成などのうち，そ
の題材の学習において生徒
の思考・判断のよりどころ
となるものとして適切に選
択した主な音楽を形づくっ
ている要素］を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しながら，
知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え、
どのように歌うか（※器楽
分野の場合は「演奏する
か」，創作分野の場合は
「音楽をつくるか」）につ
いて思いや意図をもってい
る。

［その題材の学習に粘り
強く取り組んだり，自ら
の学習を調整しようとす
る意思をもったりでき
るようにするために必要
な，扱う教材曲や曲種等
の特徴，学習内容など，
生徒に興味・関心をもた
せたい事柄］に関心をも
ち，音楽活動を楽しみな
がら主体的・協働的
に歌唱（※器楽分野の場
合は「器楽」，創作分野
の場合は「創作」）の
学習活動に取り組もうと
している。

参考資料 Ｐ４４～４８

参考 第１学年「Ａ表現」

ポイント 生徒の思考・判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素



題材の評価規準の作成のポイント

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・［事項イの(ｱ) ，(ｲ)
のいずれか又は両方］

について理解している。
【知識】

・［事項ウの(ｱ) ，(ｲ)
のいずれか又は両方］
を身に付け，歌唱（※
器楽分野の場合は「器
楽」，創作分野の場合
は「創作」）で表して
いる。

【技能】

［音色，リズム，速度，旋
律，テクスチュア，強弱，
形式，構成などのうち，そ
の題材の学習において生徒
の思考・判断のよりどころ
となるものとして適切に選
択した主な音楽を形づくっ
ている要素］を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しながら，
知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え、
どのように歌うか（※器楽
分野の場合は「演奏する
か」，創作分野の場合は
「音楽をつくるか」）につ
いて思いや意図をもってい
る。

［その題材の学習に粘り
強く取り組んだり，自ら
の学習を調整しようとす
る意思をもったりでき
るようにするために必要
な，扱う教材曲や曲種等
の特徴，学習内容など，
生徒に興味・関心をもた
せたい事柄］に関心をも
ち，音楽活動を楽しみな
がら主体的・協働的
に歌唱（※器楽分野の場
合は「器楽」，創作分野
の場合は「創作」）の
学習活動に取り組もうと
している。

（参考） 第１学年「Ａ表現」

参考資料 Ｐ４４～４８



４
学習評価に関する事例について

参考資料Ｐ49～



各事例概要一覧と事例

参考資料 Ｐ50



参考資料 P61

知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

事例２ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価



参考資料Ｐ62 参考資料Ｐ63
主体的に学習に取り組む態度

評価の場面
〈Ⅰ〉

態



参考資料Ｐ65



参考資料Ｐ66

自己評価を行った結果がそのまま学習評価に結び付くもの
ではなく，生徒が自らの状況を適正に捉えることができてい
るかということや，その理由として自らのよかった点や改善
点などに気付いており，さらには次の学習への見通しをもつ
ことができているかということが大切である。このことにつ
いて，あらかじめ生徒と共通理解を図っておくようにする。

教師用チェックリストの記録や毎時間の振り返りのワークシートの記入状況と合わせて評価する。



「主体的に学習に取り組む態度」の見取りのポイント

・題材を通じて継続的に見取る。
・観察を中心に発言やワークシートの記
述も加味する。

・他の観点の評価との関連を図る。
・評価を記録に残す際には、題材終了時
の姿で最終的に判断する。

・「自身の変容を自覚できる場面」を設
定する。



①長唄にふさわしい表現に近づけるために器楽表
現を創意工夫する学習活動において、活動が自
分の器楽表現を創意工夫することに向かってい
ない。

②毎時間の振り返りのワークシートを書く際に、
適正な自己評価ができていない。

どのような働きかけをしますか？

「主体的に学習に取り組む態度」の評価を行うにあたって

・主に観察によって「努力を要する」状況（Ｃ）と判断さ
れそうな生徒の学習状況を継続的に把握し，学習の改善に
向けて丁寧に生徒に働きかけることが必要不可欠である。



５
おわりに



学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の
新しい生活様式」～（2020.6.16 Ver.2)

新型コロナウイルス感染症に対応した小学校，中学校，高等学校及び特別支援学
校等における教育活動の実施等に関するQ&A の送付について

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた学校教育活動等の実施における「学
びの保障」の方向性等について（通知）

学校の授業における学習活動の重点化に係る留意事項等について(第２報)(通知)

「教育の情報化に関する手引－追補版－」
（令和２年６月）

音楽科におけるＩＣＴの活用

新型コロナウイルス感染症対策に関する通知等（音楽科に関わる内容）

令和２年７月20日現在


